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平成２９年一級建築士資格取得支援講座[学科コース]

配信課題Ⅳ-１(構造) ※禁無断転載・複製

問題 １

図－１のような等質な材からなる断面が、図－２に示す垂直応力度分布となっ

て全塑性状態に達している。このとき、断面の図心に作用する圧縮軸力Ｎと曲

げモーメントＭとの組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、

降伏応力度はσｙとする。

Ｎ Ｍ

１． ａ２σｙ ３ａ３σｙ

２． ａ２σｙ ９ａ３σｙ

３． ２ａ２σｙ ３ａ３σｙ

４． ２ａ２σｙ ９ａ３σｙ

図－１

Ｍ

ＮＮ

Ｍ

図－２

σy(引張)

σy(圧縮)

ａ

3ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ ａ ａ
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問題 ２

図のような集中荷重Ｐを受ける梁Ａ(曲げ剛性：２ＥＩ)及び等分布荷重ｗを受
・・・

ける梁Ｂ(曲げ剛性：ＥＩ)において、梁の中央のたわみが互いに等しくなると
ｗｌ

きのｗｌとＰの比( )の値として、正しいものは、次のうちどれか。
Ｐ

１．0.5 Ｐ

２．0.8 Ａ
△ △

３．1.0 (曲げ剛性：２ＥＩ) ｌ ｌ
２ ２

４．1.6 ｌ

ｗ
Ｂ ↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

△ △
(曲げ剛性：ＥＩ)

ｌ

問題 ３

図のような骨組に水平荷重100kNが作用したとき、部材ＢＣの引張力Ｔは50kN

であった。このとき、柱ＡＢのＡ点における曲げモーメントの絶対値として、

正しいものは、次のうちどれか。ただし、梁は剛体とし、柱ＡＢ及びＣＤは等

質等断面で伸縮はないものとする。

１．30.0 kN･ｍ

２．37.5 kN･ｍ

３．45.0 kN･ｍ

４．60.0 kN･ｍ

Ｂ

4ｍ

3ｍ

Ａ Ｃ

Ｄ

100ｋN

Ｔ＝50kN
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問題 ４

図－１のような鉛直荷重100kN、水平荷重Ｐを受けるラーメンにおいて、水平

荷重Ｐを増大させたとき、荷重Ｐｕで塑性崩壊に至り、図－２のような崩壊機

構を示した。Ｐｕの値として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、柱、

梁の全塑性モーメントＭｐの値をそれぞれ300kN･ｍ、200kN･ｍとする。

１．200kN

２．225kN

３．250kN

４．275kN

図－１

Ｐ

ｐ(柱)

図－２

Ｐu

Ｍ ＝300kN･ｍ

5ｍ

4ｍ
ｐ(柱)

ｐ(梁)

Ｍ ＝300kN･ｍ

Ｍ ＝200kN･ｍ

5ｍ

100kN

θ θ

2θ

2θ
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問題 ５

図のような荷重を受けるトラスにおいて、部材ＡＢに生じる軸方向力として、

正しいものは、次のうちどれか。ただし、荷重は、図に示す矢印の向きを

｢正｣とし、軸方向力は、引張力を｢＋｣、圧縮力を｢－｣とする。

13
１． － Ｐ

√２

11
２． － Ｐ

√２

１
３． － Ｐ ３Ｐ

√２

１ ２Ｐ
４． ＋ Ｐ

√２ Ｐ

Ｂ

ｌ

△ Ａ △

ｌ ｌ ｌ ｌ

問題 ６

中心圧縮力を受ける長方形断面の長柱の弾性座屈荷重Ｐｅに関する次の記述の

うち、最も不適当なものはどれか。ただし、柱は等質等断面とし、材端の水平

移動は拘束されているものとする。

１．Ｐｅは、柱の長さの二乗に比例する。

２．Ｐｅは、柱材のヤング係数に比例する。

３．Ｐｅは、柱の材端条件が、｢両端ピン｣の場合より｢一端ピン他端固定｣の

場合のほうが大きい。

４．Ｐｅは、柱の材端条件が、｢一端ピン他端固定｣の場合より｢両端固定｣の

場合のほうが大きい。
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問題 ７

図－１のような頂部に集中質量をもつ棒Ａ、Ｂ、Ｃにおける固有周期をそれぞ

れＴＡ、ＴＢ、ＴＣとする場合において、それぞれの棒の脚部に図－２のような

加速度応答スペクトルをもつ地震動が入力されたとき、棒に生じる応答せん断

力がＱＡ、ＱＢ、ＱＣとなった。ＴＡ、ＴＢ、ＴＣの大小関係とＱＡ、ＱＢ、ＱＣの大

小関係との組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。

ただし、ＴＡ、ＴＢ、ＴＣは図－２のＴ１、Ｔ２との間の値をとり、応答は水平方

向であり弾性範囲内とする。

質量＝ｍ 質量＝ｍ 質量＝２ｍ

剛性＝Ｋ 剛性＝２Ｋ 剛性＝Ｋ

Ａ Ｂ Ｃ

図－１

加速度

ｇ：重力加速度

0 Ｔ１ Ｔ２ 周期

図－２

固有周期 応答せん断力

１． ＴＡ＜ＴＢ＜ＴＣ ＱＣ＜ＱＢ＜ＱＡ

２． ＴＢ＜ＴＡ＜ＴＣ ＱＣ＜ＱＡ＜ＱＢ

３． ＴＢ＜ＴＡ＜ＴＣ ＱＡ＜ＱＢ＜ＱＣ

４． ＴＣ＜ＴＢ＜ＴＡ ＱＢ＜ＱＡ＜ＱＣ

1.0ｇ

0.6ｇ
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問題 ８

建築物等の構造計算に用いる荷重及び外力に関する次の記述のうち、最も不適

当なものはどれか。

１．風圧力の計算に用いる速度圧は、その地方における基準風速の２乗に比

例する。

２．床の構造計算において、単位面積当たりの積載荷重は、実況によらない

場合、教室に比べて学校のバルコニーのほうが小さい。

３．地下外壁に作用する土圧を静止土圧として算定する場合、砂質土及び粘

性土については、一般に、静止土圧係数を0.5程度としている。

４．多雪区域における暴風時に組み合わせる積雪荷重は、短期の積雪時にお

ける積雪荷重を低減して用いることができる。

問題 ９

木造軸組工法による地上２階建ての建築物に関する次の記述のうち、最も不適

当なものはどれか。

１．筋かいの端部は、柱と梁その他の構造耐力上主要な横架材との接合部に

接近して緊結し、各材の軸線が１点で交わるようにした。

２．土台には、耐朽性を向上させるため、心材ではなく辺材を用いた。

３．国土交通大臣が定める基準に従った構造計算によって構造耐力上安全で

あることを確かめたので、小屋組の振れ止めを省略した。
１

４．構造耐力上主要な柱の所要断面積の を切り欠きしたので、切り欠き
３

した部分が負担していた力を伝達できるように金物等により補強した。

問題１０

木造軸組工法による地上２階建ての既存建築物の耐震性を向上させる方法とし

て、一般的に、最も効果の低いものは、次のうちどれか。

１．既存の無筋コンクリート造の布基礎に接着系のあと施工アンカーによる

差し筋を行い、新たに鉄筋コンクリート造の布基礎を抱き合わせた。

２．１階の床下地材を、挽板から構造用合板に変更した。
ひき

３．１階の耐力壁が偏在していたので、２階床組の水平剛性を高めた。

４．屋根葺き材を、日本瓦から住宅屋根用化粧スレートに変更した。
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問題１１

鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．極太径の異形鉄筋を主筋に使用する場合、鉄筋のコンクリートに対する

許容付着応力度は、かぶり厚さと鉄筋径の比に応じて低減した。

２．片持ちスラブで、出の長さが1.5ｍの固定端の厚さは、片持ちの出の長
１

さの とした。
８

３．普通コンクリートを使用する場合、柱の最小径は、構造耐力上主要な支
１

点間距離の とし、座屈の検討を省略した。
20

４．柱のコンクリート全断面積に対する主筋全断面積の割合は、0.8％以上

とした。

問題１２

鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．鉄筋コンクリート構造の剛性率・偏心率を算定する場合、腰壁や垂れ壁

などについては、コンクリート打設後の収縮亀裂などを考慮して、その
１

剛性を に低減することができる。
３

２．床スラブの設計においては、鉛直荷重に対する強度を確保するとともに、

過大なたわみ・ひび割れや振動障害が生じないことを確認する。

３．コンクリートは、引張力に弱く圧縮力に強いが、大きな軸圧縮力を受け

る柱ほど地震時の粘り強さが減少する。

４．柱の長期許容せん断力の算定においては、一般に、せん断ひび割れの発

生を許容せず、帯筋や軸圧縮応力度の効果を無視する。
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問題１３

鉄筋コンクリート構造の配筋に関する次の記述のうち、最も不適当なものはど

れか。

１．大梁の主筋の重ね継手について、応力集中を避けるために図－１のよう

に継手位置をずらして配筋した。

２．柱梁接合部内の応力伝達を考慮し、図－２のように大梁の下端筋を上向

きに折り曲げて定着させた。

３．両側にスラブの付いた大梁のあばら筋を、図－３のようなキャップタイ

形式とした。

４．最上階の外端部における大梁の上端筋について、図－４のようにＬ２を

定着長さとした。

Ｌ１

0.5Ｌ１ Ｌ１：重ね継手長さ

図－１ 図－２

Ｌ２

図－３ 図－４
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問題１４

水平力を受ける鉄筋コンクリート造ラーメン架構において、図のような断面の

梁が逆対称モーメントを受け、梁の引張主筋の降伏により終局曲げモーメント

に至った場合、梁のせん断力の値として、最も近い値は、次のうちどれか。た

だし、梁の内法長さを７ｍ、上端及び下端の引張鉄筋の全断面積ａｔを25㎝２、

鉄筋の材料強度σｙを400Ｎ/㎜２とし、梁の自重は無視するものとする。

１． 60 kN
７㎝

２．120 kN ○ ○ ○ ○

３．180 kN
ａｔ＝25㎝２

４．240 kN 63㎝ 77㎝
ａｔ＝25㎝２

○ ○ ○ ○

７㎝

50㎝

問題１５

鉄骨構造の溶接に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．溶接部の非破壊試験において、放射線透過試験、超音波探傷試験、磁粉

探傷試験、浸透探傷試験のうち、内部欠陥の検出には、磁粉探傷試験が

適している。

２．片面溶接による部分溶込み溶接は、継目ルー卜部に曲げ又は荷重の偏心

によって生じる付加曲げによる引張応力が作用する箇所には使用しては

ならない。

３．予熱は、溶接による割れの防止を目的として、板厚が厚い場合や気温が

低い場合に行われる。

４．隅肉溶接部の有効面積は、｢溶接の有効長さ｣×｢有効のど厚｣により求め

る。
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問題１６

鉄骨構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
・・

１．せいの高いＨ形断面を有するはりにおいて、ウェブのせん断座屈を防ぐ

ために、横補剛材を設けた。

２．水平力を受ける筋かいの接合部において高力ボルト摩擦接合を用いる場

合、接合部の破断耐力の検討に当たっては、高力ボルト軸部のせん断力

と母材の支圧力により、応力が伝達されることとした。

３．暴風時又は地震時に対する柱継手及び柱脚の応力算定において、積載荷

重を除外した応力の組合せについても検討した。
・・

４．ラーメン構造において、柱及びはりには、ＳＮ400Ｂ材を用い、小ばり

には、ＳＮ400Ａ材を用いた。

問題１７

鉄骨構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．高さ方向に連続する筋かいを有する剛節架構において、基礎の浮き上が

りを考慮して保有水平耐力を算定した。

２．箱形断面の柱にＨ形鋼の梁を剛接合するために、梁のフランジはすみ肉

溶接とし、ウェブは突合せ溶接とした。

３．根巻型柱脚において、根巻きの上端部に大きな力が集中して作用するの

で、この部分の帯筋の数を増やした。

４．柱の継手部を許容応力度設計する場合、継手部に作用する存在応力を十

分に伝えられるものとし、部材の許容耐力の50％を超える耐力を確保し

た。
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問題１８

鉄骨構造における建築物の耐震計算に関する次の記述のうち、最も不適当なも

のはどれか。

１．｢ルート１－１｣の計算において、標準せん断力係数Ｃ０を0.3として地震

力の算定を行ったので、水平力を負担する筋かいの端部及び接合部につ

いては、保有耐力接合としなかった。

２．｢ルート１－２｣の計算において、標準せん断力係数Ｃ０を0.3として地震

力の算定を行ったので、層間変形角及び剛性率の確認を行わなかった。

３．｢ルート１－２｣の計算において、冷間成形角形鋼管を柱に用いたので、

柱梁接合形式及び鋼管の種類に応じ、応力を割増して柱の設計を行った。

４．｢ルート２｣の計算において、冷間成形角形鋼管を柱に用いたので、建築

物の最上階の柱頭部及び１階の柱脚部を除く全ての接合部について、柱

の曲げ耐力の和を梁の曲げ耐力の和の1.5倍以上となるように設計を

行った。

問題１９

水平力が作用する杭基礎の設計において、地盤の単位面積当たりのばね定数を

表す水平地盤反力係数(単位 kN/ｍ３)に関する次の記述のうち、最も不適当な

ものはどれか。

１．一様な地盤における水平地盤反力係数は、一般に、杭径が大きくなるほ

ど小さな値となる。

２．長い杭において、杭の曲げ剛性、杭径及び作用する水平力が同じであれ

ば、杭頭の水平変位は、水平地盤反力係数が大きいほど大きくなる。

３．地震時に液状化する可能性のある地盤においては、液状化の程度に応じ

て水平地盤反力係数を低減させる必要がある。

４．群杭基礎の水平地盤反力係数は、一般に、各杭を単杭とみなしたときの

水平地盤反力係数の総和よりも小さな値となる。
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問題２０

地盤及び基礎に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．直接基礎の基礎スラブの構造強度を検討するときには、一般に、基礎ス

ラブの自重及びその上部の埋戻し土の重量は含めない。
・・・

２．圧密沈下のおそれのある軟弱地盤において、軟弱地盤中の摩擦杭に杭と

地盤の相対変位が生じない場合には、負の摩擦力を考慮しなくてもよい。

３．圧密沈下によって生じる杭の負の摩擦力による杭先端の地盤支持力及び

杭先端の材料強度を検討するとき、地震時等の短期的な鉛直荷重につい

ては考慮しなくてもよい。

４．直接基礎の擁壁において、土圧や水圧等の水平力に対する抵抗力は、一

般に、｢基礎底面の摩擦力又は粘着力｣と｢基礎根入れ部分の受働土圧｣と

の合計とする。

問題２１

土質及び地盤に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．標準貫入試験のＮ値が10程度の粘性土地盤は、地上６階程度の中層建築

物の直接基礎の支持地盤として十分な支持力を有していると判断できる。

２．粘性土地盤における圧密沈下は、地中の応力増加により土中の水が絞り

出されて間隙が減少するために生じる。

３．砂質地盤における内部摩擦角は、一般に、標準貫入試験のＮ値が大きい

ほど大きくなる。

４．地盤のせん断剛性は、ＰＳ検層により測定されるＳ波速度が大きいほど

小さくなる。
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問題２２

建築構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．プレストレストコンクリート部材に導入されたプレストレス力は、コン

クリートのクリープやＰＣ鋼材のリラクセーション等により、時間の経

過とともに減少する。

２．同一架構において、プレストレストコンクリート部材と鉄筋コンクリー

ト部材とを併用することができる。

３．地上４階建ての壁式鉄筋コンクリート構造において、許容応力度計算に

よる検討を行う場合、４階の耐力壁のせん断補強筋比は、0.1％とする

ことができる。

４．壁式鉄筋コンクリート構造において、耐力壁に使用するコンクリートの

設計基準強度を18Ｎ/㎜２から24Ｎ/㎜２に変更すると、必要となる壁量を

減じることができる。

問題２３

次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．建築構造用圧延鋼材ＳＮ400Ａは、溶接加工時を含め板厚方向に大きな

引張応力を受ける部材又は部位に使用する。

２．構造耐力上主要な部分である構造部材の変形又は振動により建築物の使

用上の支障が起こらないことを確かめる場合、建築物に常時作用してい
・・ ・・・

る荷重による床及びはりのたわみについては、クリープを考慮して検証

する。

３．ポストテンション法によるプレストレストコンクリート構造の床版にお

いて、あらかじめ有効な防錆材により被覆された緊張材を使用する場合、
せい

緊張材が配置されたシース内にグラウトを注入しなくてもよい。

４．コンクリート充填鋼管(ＣＦＴ)柱は、コンクリートが充填されていない
てん てん

同じ断面の中空鋼管の柱より、水平力に対する塑性変形能力が高い。
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問題２４

建築物の耐震設計に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．鉄骨造の建築物の必要保有水平耐力の検討に当たって、ある階の保有水

平耐力に占める筋かい部分の水平耐力の割合が50％となる場合は、筋か

いのない純ラーメンの場合に比べて、構造特性係数ＤＳを小さくするこ

とができる。

２．各階の保有水平耐力の計算による安全確認において、一般に、偏心率が

所定の数値を上回る場合や、剛性率が所定の数値を下回る場合には、必

要保有水平耐力を大きくする。

３．耐力壁や筋かいを耐震要素として有効に働かせるためには、床に十分な

面内剛性と耐力を確保する必要がある。

４．鉄骨造の建築物の限界耐力計算において、塑性化の程度が大きいほど、

一般に、安全限界時の各部材の減衰特性を表す数値を大きくすることが

できる。

問題２５

免震構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．中間層免震構造を採用したので、火災時を考慮して、免震装置に耐火被

覆を施した。

２．超高層免震建築物の設計において、転倒モーメントにより柱に大きな引

張軸力が生じるため、天然ゴム系のアイソレータを採用した。

３．基礎免震構造を採用したので、地震時における下部構造と上部構造との

相対変位に対するクリアランスの確保に注意した。

４．天然ゴム系のアイソレータを用いた免震構造において、アイソレータだ

けでは減衰能力が不足するので、ダンパーを組み込んだ。
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問題２６

建築物の構造設計に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．鉄筋コンクリート造ラーメン構造の大梁の断面算定に当たっては、一般

に、地震荷重時の応力として柱面位置での曲げモーメントを、断面検討

に用いることができる。

２．プレストレストコンクリート造は、鉄筋コンクリート造に比べて長スパ

ンに適しているが、一般に、ひび割れ発生の可能性が高く、耐久性は鉄

筋コンクリート造より劣る。

３．屋根ふき材の設計に当たっては、一つの屋根平面内の中央に位置する部

位より縁に位置する部位のほうが、風による大きな吹上げ力を用いる。

４．多スパンラーメン架構の１スパンに連層耐力壁を設ける場合、転倒に対

する抵抗性を高めるためには、架構内の最外縁部に配置するより中央部

分に配置するほうが有効である。

問題２７

木材及び木質系材料に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．木材が常時湿潤状態にある場合、強度にかかわる含水率影響係数Ｋｍは、

含水率が繊維飽和点以上に達することを想定して0.7とする。

２．構造用合板のホルムアルデヒド放散量の基準において、ホルムアルデヒ

ド放散量の平均値については、｢Ｆ☆と表示するもの｣より｢Ｆ☆☆☆☆

と表示するもの｣のほうが高い。

３．木材の繊維方向の許容応力度は、木材の種類及び品質によって異なる。

４．木材を加熱した場合、約260℃に達すると引火し、約450℃に達すると自

然に発火する。

問題２８

普通コンクリート材料の性質に関する次の記述のうち、最も不適当なものはど

れか。

１．硬化過程におけるセメントの水和熱による膨張変形は、発熱量が大きく

放熱量が少ないほど大きい。
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２．常温におけるコンクリートの熱による膨張変形は、一般鋼材のそれとほ

ぼ同じである。

３．乾燥収縮による変形は、主として、コンクリート中の水分が蒸発するこ

とによって生じる。

４．長期間の持続荷重によりクリープ変形が生じた場合、その荷重を取り除

くと、コンクリートに生じた変形は荷重載荷前の状態に戻る。

問題２９

鋼材に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．建築構造用圧延鋼材ＳＮ490Ｃは、角形鋼管柱の通しダイアフラムに適

した鋼材である。

２．鋼材は、一般に、シャルピー衝撃試験による吸収エネルギーが小さいも

のほど、脆性破壊を起こしやすい。
ぜい

３．溶接構造用圧延鋼材ＳＭ490Ｂの降伏点は、JISにおいて下限値のみが規

定されている。

４．鋼材は、一般に、炭素含有量が多くなるほど、破断までの伸びが大きく

なる。

問題３０

建築物の構造設計に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．フラットスラブ構造については、一般に、地震力のすべてを負担させる

べきではなく、通常のラーメン構造や耐震壁を併用する。

２．エキスパンションジョイントは、不整形な建築物を整形な建築物に分割

する際には有効であるが、一般に、温度応力やコンクリートの乾燥収縮

等に対応する際には不利な要因となる。

３．床スラブは、水平力を柱や壁に伝達する機能を有しているので、｢上下
・・・

階で耐震壁の位置が異なる場合｣や｢平面的にくびれがある場合｣は、床

面内の水平剛性や強度を検討する。

４．細長い連層耐震壁に接続する梁(境界梁)は、耐震壁の回転による基礎の

浮き上がりを抑える効果がある。


